
人口と世帯（平成２4年4月１日現在）1,688世帯（- 6）男 2,463人（-15）女2,651人（-11）計5,114人（- 26）
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おしらせ（軽自動車税の減免申請 他） 15 ～ 20
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ニュース（6年生を送る会他） 6～ 7
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　３月１３日（火）片品中学校の卒業式が行われました。

　新し進路に向い歩み出した皆さんの今後の活躍にご期

待いたします。

　　　　　　　　　　　　　　

（撮影：３月１３日）
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２
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。
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◉ 若いころの思い出
　結婚してから隆太郎さんは造林業やキノコ栽培、
しま子さんは農業をしながら、昭和 43 年に旅館
業を開業した。早くから白菜やパセリの栽培を始
めたが、最初は技術がなかったため半分くらいし
か育たなく大変だった。その後、夏に合宿の団体
が来るようになり農業をやめ、１年通して旅館業
に追われる生活をしていた。

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
吉野隆太郎さん (81)・しま子さん (80)　ご結婚されて56年　お住まい（土出）
23歳・22歳当時　（昭和29年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　春からグランドゴルフが始まると病院通いの人
が少なくなるのは、健康によい証拠なのでいいこ
とだね。人口減少・少子化・就職難など抱える問
題が多いが、若者が希望を持って生活が送れる社
会になるようにみんなで力を合わせて取り組んで
もらいたい。《今思うと忙しいってことは幸せだっ
たのかなぁと思うよ》
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平成 24 年度村予算

の33億3千4百万円
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平成 24 年度村予算

平成24年度の村の予算が決まりました。

一般会計前年度比2.8％増
　平成24年度の一般会計及び特別会計の予算は3月8日開会の定例村議会において、
きめ細かい審議を経て3月16日原案どおり可決されました。　　　　　　　　　　
　一般会計の予算は、33億3千4百万円で前年度に比べ2.8％の増額となりました。

歳入歳出予算款別比較表

比　較  
21,144

0
△ 950
△ 200
△ 100
△ 2,600
△ 4,000

0
△ 9,950

0
△ 100
△ 376
△ 943

△ 35,194
7,012

3,275
△ 400
62,001

0
7,381
49,000
95,000

　　　　　　　　　　　説　　　　　　　　明
村税、固定資産税、軽自動車税、村たばこ税など。
地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税。
預金利子等の所得に分離課税された県民税から一定割合が交付。
特定配当等の額に分離課税された県民税から一定割合が交付。
特定株式等譲渡所得に分離課税された県民税から一定割合が交付。
消費税 5％のうち、国 4％・地方 1％（県 1/2、市町村 1/2）。
自動車取得税の一定額が村道の延長と面積を基準に交付。
ゴルフ場利用税の 7割が交付。
減収補てん特例交付金
村の基準財政収入額と基準財政需要額の差を国が交付。歳入の 5割弱。
交通反則金を配分。道路交通安全施設整備に充当。
保育料、給食費、検診負担金など。
村営住宅や体育施設の使用料、放牧料、証明手数料など。
子ども手当負担金、除雪車補助金など。
県税徴収負担金、小規模土地改良補助金、社会福祉・障害福祉補助金、
労働費補助金など。
土地、建物の貸付料、基金の預金利子など。
村民や各種団体からの寄附。
村の貯金（財政調整基金他）からの繰入れ。
前年度決算後の余剰金。
花の駅使用料、貸付金元利収入など。雑収入。
借入れ金。過疎対策事業債、臨時財政対策債。

     　　　　款
議会費
総務費
民生費

衛生費

労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出
予備費

本年度  
75,609
474,803
671,233

512,818

56,614
204,133
88,849
287,268
165,328
354,887

3
328,455
112,000
2,000

3,334,000

前年度   
86,784
458,666
638,453

483,568

54,280
215,699
77,313
272,443
178,043
334,819

3
321,929
115,000
2,000

3,239,000

比　較  
△ 11,175
16,137
32,780

29,250

2,334
△ 11,566
11,536
14,825

△ 12,715
20,068

0
6,526

△ 3,000
0

95,000

　　　　　　　　　　　説　　　　　　　　明
村議会の活動に要する経費。
人事、企画、財政、情報政策、徴税、戸籍、選挙、交通安全など。
障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、福祉医療、保育所など。国保・
介護各会計への支出など。
総合検診、予防接種、環境衛生、健康管理センター、簡水・後期高齢
各会計への支出など。
緊急雇用創出事業、労働関係各団体への負担金・補助金の支出など。
農業委員会、農業土木、農業・畜産振興、林業・水産業費など。
商工業振興、観光振興。
道路、橋梁、河川、除雪経費、下水道会計への支出など。
広域消防への負担金、消防団経費など。
学校教育、生涯学習、スポーツ振興など。
大雨、暴風、地震などの災害による被災施設の復旧費。
村債の元金・利子、一時借入金の利子。
観光施設事業特別会計への補助。
予算外の支出または予算超過の支出に充てる経費。

特別会計名 
国民健康保険 
簡易水道事業
観光施設事業 
　収益的収入
　収益的支出
　資本的収入
　資本的支出
介護保険 
下水道事業等 
後期高齢者医療 

本年度
863,708
89,500

116,290
115,308
20,000
74,301
414,018
111,505
57,156

前年度
849,242
80,000

120,209
119,518
20,000
81,366
405,195
127,661
49,487

比　較
14,466
9,500

△ 3,919
△ 4,210

0
△ 7,065
8,823

△ 16,156
7,669

　　　　　　　　　　　説　　　　　　　　明
社会保険、共済組合等の加入者以外の医療費給付事業。
6つの簡易水道事業の管理運営。

経営による収益。他会計補助金。
収益を上げるための経費。
他会計補助金。
企業債、長期借入償還金。
介護予防、介護サービス事業。
農集排、特環公共下水道事業の管理運営。
75 歳以上（一定の障害等がある人は 65 歳以上）の者の医療費給付事業。

○特別会計予算

尾瀬ロッジ、オグナほたかスキー場、武尊牧場観光施設の経営管理。

歳入
3,334,000 
（単位：千円）

予備費
0.1

村税17.2 

地方譲与税
2.1 

地方消費税交付金
1.4 

自動車取得税交付金
0.5 

ゴルフ場利用税交付金
0.1 

地方交付税46.5 

分担金及び負担金
1.3

使用料及び
手数料
0.6 

国庫支出金
3.5

県支出金
6.9

財産収入
0.3 

繰入金
6.0

繰越金1.5

諸収入2.7

村債9.3

歳出
3,334,000 
（単位：千円）

議会費2.3

総務費14.2

民生費
20.1

衛生費
15.4

労働費1.7
農林水産業費

6.1

商工費2.7

土木費
8.6

消防費5.0

教育費
10.6

公債費
9.9

諸支出3.4

　　　　　款
村税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
ゴルフ場利用税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金

財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
村債
 

○一般会計歳入
　　　  本年度  

571,960
70,000
50
300
100

47,400
16,000
3,500
550

1,550,000
1,500
42,456
21,626
115,432
229,255

10,596
1,601

200,001
50,000
91,673
310,000
3,334,000

前年度  
550,816
70,000
1,000
500
200

50,000
20,000
3,500
10,500

1,550,000
1,600
42,832
22,569
150,626
222,243

7,321
2,001

138,000
50,000
84,292
261,000
3,239,000

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21

1
2
3

4

5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

○一般会計歳出

歳出合計 

歳入合計 

◎平成24年度一般会計予算　33億3千4百万円
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少
子
化
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続
く
片
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立
学
校
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あ
り
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検
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新
年
度
予
算
に
思
う

○重点項目（主要事業）
１．～自主・自立の村づくりのために～　（村民・行政）
○地域活動など、自立に向けた意欲的な村民活動への支援の充実を図る。（コミュニティ助成・地域づくり支援助 
　成など）
○外国人を住民基本台帳へ登録するためのシステム改修及びネットワーク改修事業を実施する。

２．～誰もが安心して暮らせるために～　（保健・福祉）
○子育て支援のため「子どものための手当」を支給する。
○不妊治療を受ける夫婦の経済的負担を軽減するため不妊治療費補助金制度を設ける。
○乳幼児や高齢者、障がい者等の福祉のため各種事業を充実させる。
○疾病予防のため各種予防接種や総合検診の充実を図る。
○医療・福祉を充実させるため介護保険・後期高齢者医療・国民健康保険の 3特別会計の事業推進を図る。

３．～豊かな心をはぐくむために～　（教育・文化）
○片品村立学校のあり方検討委員会の答申を受けて、具体的な施策について検討を開始する。
○片品村誌の改訂を平成 25 年度の完成を目途に推進する。
○平成 26 年に開催予定の全国中学校スキー大会に向けて準備を本格化する。
○中央公民館図書室の充実を図り、成人者の利用に堪えられるものにする。
○人権教育総合推進地域事業を開始する。（県委託事業 26 年度までの 3年間）

４．～快適で安全な生活のために～　（環境・安全）
○東日本大震災を教訓とした地域防災計画を見直し防災計画を策定する。
○消防機械器具の充実を図る。
○生活道路網の保全整備と橋梁点検の結果に基づく長寿命化計画を策定する。
○除雪機械の整備充実を図る。
○再生可能エネルギー事業の取り組みを推進する。

５．～資源を活かした活気ある村づくりのために～　（産業）
○有害鳥獣防止柵の設置等による鳥獣害の防止を図る。
○パイプハウス設置補助等近代化農業の支援を行う。
○小規模土地改良事業等を活用した農業基盤の整備を行う。 
○自立に向けた、事業の選択と集中による、産業の振興と若者の雇用創造等の戦略的な推進。（シンボルプロジェ
　クトの推進として、〈仮称〉村中心地区交流連携拠点整備事業の実施、6次産業化の推進援助など）
○全国名水サミット in 尾瀬かたしなを開催する。
○全国禹王まつり（禹王サミット in 尾瀬かたしな）を開催する。
○史跡等地域資源巡りツアー試みを実施する。
○尾瀬ブランド品の充実化と宣伝ＰＲの充実を図る。
○雇用基金事業により雇用の創出を図る。
○事業者の経営安定化を図るため小口資金融資による村独自の利子補給制度を実施する。

土出 　梅澤八郎さん
（会社員）

摺渕 　千明和子さん
（主婦・パート）

平成２４年度　片品村６次産業化起業支援事業
片品産の農産物等を活用し、新たな付加価値を生み出すビジネス創出を応援します！！

○制度の概要
　地区の集会所等の公共施設又は空き家等を有効活用した加工施設の整備支援及び片品村産
の農産物を活用した商品の開発を支援する制度です

○対象者
　村民２人以上で構成するやる気のあるグループで、規約があり、会計を適正に行っている
ことが必要です（事業開始までに規約等を定められれば対象となります）

○対象事業
・片品村内で生産された農林水産物を主たる原材料あるいはその商品を特色づける原材料とし
　て加工し、販売することを目的とした事業
・各地区の集会施設又は空き家等を有効活用することを目的として行う事業
・補助事業終了後も継続することができる事業

○対象経費
　【ソフト】　試作開発費（試作材料費、デザイン等の専門家招致に要する経費）
　【ハード】　施設整備費（必要最低限の改築費、許可申請に要する経費）
　　　　　　機械整備費（調理器具、冷蔵庫、パッケージ機械等の購入費）

ご不明な点などは、担当までお気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

片品村定住促進事業家賃補助金をご活用ください
補助金概要
　片品村定住促進事業家賃補助金とは片品村に定住する意志を有するものに対し、予算の範囲
内において補助金を交付するという制度です。この補助金の１ヶ月当たりの補助額は、支払っ
た家賃の月額の3分の1以内の額 (1万円を超える場合は、1万円 )です。
　ただし算出した１ヶ月当たりの補助金の額に１,０００円未満の端数が生じた場合は、その端
数を切り捨てた額を１ヶ月当たりの補助金の額とします。
補助金の交付対象となる期間は、３６ヶ月を限度とします。

補助対象外
・公務員、勤務する事業所の社宅、社員寮等及び公共的な住宅に住む者
・親族が管理する借家に住む者　・税金、使用料の滞納者　・生活保護世帯
・Ｕターン者で村を離れて１年未満の者
・平成２３年４月１日の時点で、本村に住所を移してから既に３年以上経過している者
補助対象者
本村に定住し借家等
を借り上げ家賃を支
払う４５歳以下の者。

申　請
該当となった日から
３ヶ月以内に村長へ
申請。

実績報告
領収書等添付書類を
翌年度の４月２０日
までに提出。

支　払
５月末までに、１年
間まとめて支払い。

▼問い合わせ先：むらづくり観光課　若者雇用創出室　☎（５８）２１１２

▼問い合わせ先：むらづくり観光課　若者雇用創出室　☎（５８）２１１２
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６
年
生
を
送
る
会

講義を受けるお母さんたちの様子

楽
し
く
子
育
て
す
る
た
め
に

上
手
な
ほ
め
方
・
し
か
り
方

さ
わ
や
か
に
暮
ら
す
コ
ツ

ニュース

07 広 報 か た し な        H24 .4

　

３
月
１
日
（
木
）
片
小
・
武
尊

根
小
、２
日（
金
）南
小
、７
日（
水
）

北
小
で
６
年
生
を
送
る
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

合
奏
や
ダ
ン
ス
、
劇
な
ど
を
１

年
生
か
ら
５
年
生
が
６
年
生
に
あ

り
が
と
う
の
気
持
ち
を
込
め
て
発

表
し
ま
し
た
。

力強い選手宣誓

ン
タ
ー
で
母
子
保
健
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
『
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス

ゆ
う
ゆ
う
』
施
設
長
今
井
寿
美
枝

氏
を
迎
え
、子
育
て
に
必
要
な【
上

手
な
ほ
め
方
・
し
か
り
方
】
に
つ

い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
母
子
保
健
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

　

他
に
も
先
生
方
の
歌
や
合
奏
、

卒
業
生
の
作
文
朗
読
な
ど
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
小
・
北
小
で
は
地
域

の
方
も
参
加
し
て
歌
や
お
け
さ
で

卒
業
を
迎
え
る
６
年
生
を
祝
い
ま

し
た
。　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

武尊根小鼓笛隊引継式発表を笑顔で見る武尊根小卒業生

北小 5･6 年生と地元の方で土出おけさ 北小 1･2･3 年生（劇）尾瀬物語

思い出の写真を見ながら作文朗読 南小 3･4 年生（劇）南小の一年 片小 2年生（合奏）森のたんけんたい

　

３
月
22
日
（
木
）
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
『
群
馬
大
学
医
学
部
付

属
病
院
精
神
科
』
藤
平
和
吉
氏
を

迎
え
『
こ
こ
ろ
さ
わ
や
か
に
暮
ら

す
コ
ツ
』
を
テ
ー
マ
に
、
本
音
と

建
て
前
の
心
や
苦
手
な
人
と
お
つ

き
あ
い
を
す
る
必
要
性
、
ス
ト
レ

ス
と
の
向
き
合
い
方
や
、
落
ち
込

む
こ
と
も
心
が
健
康
だ
か
ら
こ
そ

の
反
応
で
あ
る
と
大
変
に
貴
重
な

　

２
月
22
日
（
水
）
健
康
管
理
セ

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）多くの方に参加いただいた講演会

第
41
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会

　

３
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）

の
２
日
間
第
41
回
群
馬
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
片

品
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

２
５
８
名
の
県
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
が
集
ま
り
、
大
回
転
競
技

は
ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー
ル
ド
尾
瀬
岩

鞍
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
は

水
芭
蕉
コ
ー
ス
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ジ
ャ
ン
プ
競
技
は
か
た
し
な
高
原

ス
キ
ー
場
特
設
ジ
ャ
ン
プ
台
で
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
の
選
手
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。　

★
ス
ポ
少
大
会
入
賞
者
（
10
位
ま

で
）

大
回
転
低
学
年
女
子

　

第
３
位　

萩
原　

羽
麗
（
北
）

　

第
４
位　

吉
野　

琴
音
（
北
）

　

第
７
位　

星
野　

結
女
（
武
）

　

第
10
位　

金
井
菜
乃
花
（
片
）

大
回
転
低
学
年
男
子

　

第
３
位　

笠
原　

利
基
（
片
）

　

第
10
位　

星
野　

翔
飛
（
片
）

大
回
転
高
学
年
女
子

　

第
３
位　

萩
原　
　

想
（
北
）

　

第
５
位　

星
野
な
な
子
（
片
）

　

第
７
位　

星
野
美
紗
子
（
武
）

大
回
転
高
学
年
男
子

　

優　

勝　

星
野　

塁
飛
（
片
）

　

第
５
位　

大
竹　
　

澪
（
片
）

　

第
６
位　

星
野　

脩
人
（
南
）

距
離
女
子

　

準
優
勝　

星
野　

琴
音
（
北
）

　

第
５
位　

宮
田
奈
美
恵
（
南
）

　

第
６
位　

吉
野
実
穂
佳
（
北
）

　

第
９
位　

鏑
木　

麻
綺
（
北
）

　

第
10
位　

星
野　

未
来
（
南
）

距
離
男
子

　

優　

勝　

萩
原　
　

翔
（
北
）

　

準
優
勝　

萩
原　

健
輔
（
北
）

　

第
３
位　

千
明　

慎
也
（
武
）

　

第
４
位　

桑
原　

潤
也
（
片
）

　

第
６
位　

倉
田　

元
哉
（
片
）

　

第
８
位　

佐
藤　

一
太
（
南
）

　

第
９
位　

鏑
木　
　

光
（
北
）

　

第
10
位　

宮
田　

翔
馬
（
南
）

距
離
リ
レ
ー
女
子

　

第
３
位　

吉
野
実
穂
佳

　
　
　
　
　

笠
原　

初
菜

　
　
　
　
　

宮
田
奈
美
恵

距
離
リ
レ
ー
男
子

　

準
優
勝　

萩
原　

健
輔

　
　
　
　
　

千
明
諒
之
介

　
　
　
　
　

萩
原　
　

翔

　

選
手
、
監
督
、
コ
ー
チ
の
皆
様

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ア
ル
ペ
ン
競
技
会
場
の
ホ
ワ
イ

ト
ワ
ー
ル
ド
尾
瀬
岩
鞍
様
、
ジ
ャ

ン
プ
競
技
会
場
の
か
た
し
な
高
原

ス
キ
ー
場
様
、
全
競
技
会
場
の
関

係
役
員
の
皆
様
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。　
　
（
教
育
委
員
会
）

アルペン競技参加選手

クロスカントリー競技の様子

ジャンプ競技の様子

全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
開
催

　

平
成
25
年
度
第
51
回
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
の
ア
ル
ペ
ン
競
技

と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
を
片

品
村
で
、
ジ
ャ
ン
プ
競
技
が
長
野

県
野
沢
温
泉
村
で
の
開
催
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

大
会
期
日
は
平
成
26
年
２
月
の

予
定
で
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
に
全
中
担
当
係
を
置
き
、
競

技
会
場
の
整
備
や
実
施
体
制
を
整

え
ま
す
。

　

片
中
生
を
は
じ
め
県
内
の
中
学

生
、
ま
た
、
村
内
ス
キ
ー
関
係
者

の
方
々
等
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
会
の
成

功
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）
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平
成
24
年
度
　
片
品
村
役
場
職
員

　
平
成
24
年
度
役
場
及
び
関
係
機
関

の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
氏

名
の
下
の
（
　
）
内
は
前
の
所
属
課

等
で
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

村
　
長
　
　
千
明
　
金
造

副
村
長
　
　
萩
原
　
重
夫

教
育
長
　
　
星
野
　
準
一

総 

務 

課

課
　
長
　
　
桑
原
　
　
護

　
　
　
　
　
大
竹
　
光
一

　
　
　
　
　
星
野
　
勝
彦

　
　
　
　
　
倉
田
　
秀
和
（
む
ら
観
）

　
　
　
　
　
狩
野
　
久
良

　
　
　
　
　
梅
澤
　
康
明
（
む
ら
観
）

　
　
　
　
　
星
野
　
幹
也

　
　
　
　
　
星
野
　
隼
亮

　
　
　
　
　
角
田
　
弘
明
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
入
澤
　
晴
海

臨
　
時
　
　
入
澤
　
紀
子

　
〃
　
　
　
今
泉
喜
久
司
　

出 

納 

室

　
　
　
　
　
星
野
　
朋
美

　
　
　
　
　
川
合
　
美
孔

住 

民 

課

課
　
長
　
　
星
野
　
純
一

　
　
　
　
　
星
野
　
孝
俊
（
教
委
）

　
　
　
　
　
萩
原
　
明
富

　
　
　
　
　
萩
原
　
一
彰

　
　
　
　
　
深
見
　
ま
み

　
　
　
　
　
星
野
　
咲
織

◎
区
　
　
長

　
第
一
区
長
　
角
田
　
政
弘

　
第
二
区
長
　
吉
澤
　
辰
雄

　
第
三
区
長
　
戸
丸
　
浩

　
第
四
区
長
　
千
明
　
秀
俊

　
第
五
区
長
　
星
野
　
孝
俊

　
第
六
区
長
　
吉
野
初
太
郎

　
第
七
区
長
　
萩
原
　
学

　
第
八
区
長
　
石
倉
　
義
伸

◎
区
長
代
理

　
第
一
区
長
代
理
　
星
野
　
聖
治

　
第
二
区
長
代
理
　
井
上
　
克
文

　
第
三
区
長
代
理
　
永
井
　
光
雄

　
第
四
区
長
代
理
　
星
野
　
輝
夫

　
第
五
区
長
代
理
　
入
澤
　
一
夫

　
第
六
区
長
代
理
　
星
野
　
史
郎

　
第
七
区
長
代
理
　
萩
原
　
秀
基

　
第
八
区
長
代
理
　
吉
野
　
勲

◎
組
　
長

　
須
賀
川
　
　
角
田
　
育
也

　
御
座
入
　
　
新
井
　
勝

　
菅
　
沼
　
　
星
野
　
精
一

　
築
　
地
　
　
萩
原
　
一
彰

　
下
　
平
　
　
田
辺
　
博
文

　
摺
　
渕
　
　
吉
澤
　
辰
雄

　
幡
　
谷
　
　
井
上
　
克
文

　
鍛
冶
屋
　
　
内
田
　
好
美

　
栃
久
保
　
　
佐
藤
　
喜
久

　
登
　
戸
　
　
中
村
　
謙
治

　
山
　
崎
　
　
星
野
　
政
男

　
栗
　
生
　
　
鹿
野
　
茂

　
針
　
山
　
　
永
井
　
光
雄

　
下
小
川
　
　
千
明
　
清
二

　
中
　
井
　
　
星
野
　
一
男

　
穴
　
沢
　
　
星
野
　
宏

　
上
小
川
　
　
星
　
　
秀
彦

　
太
　
田
　
　
星
野
　
城
二

　
細
工
屋
　
　
入
澤
正
次
郎

　
阿
　
村
　
　
入
澤
　
丈
雄

　
上
　
而
　
　
山
田
　
浩

　
中
　
里
　
　
笠
原
　
毅

　
新
　
井
　
　
星
野
　
幸
一

　
古
　
仲
　
　
星
野
　
正

　
伊
閑
町
　
　
吉
野
　
幸
久

　
閑
　
野
　
　
吉
野
　
将
士

　
戸
　
倉
　
　
萩
原
　
聖
彦

　
鎌
田
一
　
　
宮
田
　
光
雄

　
鎌
田
二
　
　
永
井
　
一
弘
　

　
鎌
田
三
　
　
入
澤
　
辰
雄

　
鎌
田
四
　
　
星
野
　
圭
城

　
鎌
田
五
　
　
入
澤
　
勝
彦

◎
消
防
団
新
役
員

　
ラ
ッ
パ
長
　
今
井
　
一
文

　
一
分
団
長
　
髙
橋
　
政
樹

　
二
分
団
長
　
桑
原
　
智
也

　
三
分
団
長
　
八
須
賀
一
幸

　
四
分
団
長
　
金
子
　
武
史

◎
交
通
指
導
員

　
隊
　
長
　
　
星
野
　
忠
人

　
副
隊
長
　
　
高
山
　
和
義

平
成
24
年
度
　
役
員
名
簿

平
成
24
年
度
　
教
職
員
人
事
異
動 

　
転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

片
品
小
学
校

◎
転
出
（
含:

退
職
）

教
諭
　
宇
敷
　
幸
子
　
　
　（
沼
田
小
）

教
諭
　
河
合
　
潔
　
　
　
　（
川
場
小
）

教
諭
　
石
田
三
枝
子
（
地
公
臨･

退
職
）

教
諭
　
富
澤
　
雅
士
（
地
公
臨･

退
職
）

栄
養
士
　
林
　
清
子
（
地
公
臨･
退
職
）

◎
転
入
（
含:

採
用
等
）

教
諭
　
吉
野
あ
か
ね
　
　（
古
馬
牧
小
）

教
諭
　
星
野
　
裕
平
　
　
　（
川
場
小
）

教
諭
　
飯
野
み
さ
ほ
　
　
　（
片
品
中
）

教
諭
　
増
田
　
真
吾
　
　（
沼
田
東
小
）

教
諭
　
石
田
三
枝
子
（
地
公
臨･

採
用
）

栄
養
士
　
林
　
清
子
（
地
公
臨･

採
用
）

片
品
北
小
学
校

◎
転
出
（
含:

退
職
）

校
長
　
小
林
　
仁
史
　
　
　（
桃
野
小
）

教
諭
　
松
井
眞
由
実
（
地
公
臨･

退
職
）

教
諭
　
千
明
サ
ト
子
（
地
公
臨･

退
職
）

教
諭
　
生
方
小
百
合  （
地
公
臨･

退
職
）

◎
転
入
（
含:

採
用
等
）

校
長
　
宮
内
　
栄
子
　
　（
利
根
東
小
）

教
諭
　
天
田
　
有
美

　
　
　
　
　
　
　（
み
ど
り
笠
懸
北
小
）

教
諭
　
千
明
サ
ト
子
（
地
公
臨･

採
用
）

片
品
南
小
学
校

◎
転
出
（
含:

退
職
）

教
頭
　
小
野
　
修
一
　
　
　（
平
川
小
）

教
諭
　
入
澤
万
里
子
（
地
公
臨･

退
職
）

事
務
主
事
　
本
多
　
洋
介（
利
根
西
小
）

◎
転
入
（
含:

採
用
等
）

教
頭
　
菅
原
　
慶
成（
北
毛
青
年
の
家
）

教
諭
　
星
野
希
久
枝
　
　（
利
根
東
小
）

教
諭
　
星
野
　
修
一
　
　
　（
川
場
小
）

事
務
主
事
　
角
田
　
敏
博

　
　
　
　
　
　
　
　  （
地
公
臨･

採
用
）

武
尊
根
小
学
校

◎
転
出
（
含:

退
職
）

教
諭
　
小
幡
　
操
　
　
　（
利
南
東
小
）

養
護
教
諭
　
石
田
　
美
穂

　
　
　
　
　
　
　
　  （
地
公
臨･

退
職
）

事
務
主
事
　
小
林
　
康
子

　
　
　
　
　
　
　
　  （
地
公
臨･

退
職
）

◎
転
入
（
含:

採
用
等
）

教
諭
　
大
竹
ふ
み
江
　
　
　（
平
川
小
）

養
護
教
諭
　
原
澤
明
日
香

　
　
　
　
　
　
　
　  （
地
公
臨･

採
用
）

事
務
主
事
　
小
林
　
康
子

　
　
　
　
　
　
　
　  （
地
公
臨･

採
用
）

片
品
中
学
校

◎
転
出

教
諭
　
高
橋
　
宏
輔
　
　
　（
薄
根
小
）

教
諭
　
飯
野
み
さ
ほ
　
　
　（
片
品
小
）

教
諭
　
吉
田
　
翔
一
　（
高
崎
谷
中
中
）

教
諭
　
會
田
　
華
恵
　
　
　（
川
場
中
）

主
幹
事
務
長
　
林
　
一
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
利
根
東
小
）

◎
転
入
（
含:

採
用
等
）

教
諭
　
青
木
　
理
恵
　
　（
古
馬
牧
小
）

教
諭
　
松
井
　
薫
　
　
　
　（
昭
和
中
）

教
諭
　
津
久
井
聡
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
橋
敷
島
小
）

教
諭
　
小
曽
根
一
広

　
　
　（
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）

主
幹
事
務
長
　
千
明
　
芳
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
白
沢
小
）

教職員辞令交付式の様子

　
　
　
　
　
三
浦
　
幸
治

　
　
　
　
　
藤
井
　
秀
朗
（
新
採
用
）

保
健
福
祉
課

課
　
長
　
　
吉
野
　
耕
治

　
　
　
　
　
金
子
　
賢
司

　
　
　
　
　
武
藤
　
秀
文

　
　
　
　
　
原
澤
　
博
美

　
　
　
　
　
戸
丸
　
徳
子

　
　
　
　
　
川
田
　
貴
広

　
　
　
　
　
高
山
　
昭
弘

　
　
　
　
　
鏑
木
　
　
勲

　
　
　
　
　
小
林
　
由
里

　
　
　
　
　
萩
原
　
里
美

　
　
　
　
　
大
竹
　
和
美

　
　
　
　
　
髙
橋
　
賀
代

臨
　
時
　
　
吉
野
　
香
織

保
健
師
　
　
星
野
　
市
子

　
〃
　
　
　
住
谷
　
真
里

　
〃
　
　
　
高
山
　
慶
子

　
　
　
　
　
金
子
　
和
代

　
　
　
　
　
星
野
久
美
子

片
品
保
育
所

所
　
長
　
　
萩
原
　
　
均
（
北
保
）

　
　
　
　
　
千
明
ま
ち
子

　
　
　
　
　
大
竹
　
克
枝

　
　
　
　
　
佐
藤
日
出
美

　
　
　
　
　
戸
丸
さ
お
り

　
　
　
　
　
林
　
　
秋
子

臨
　
時
　
　
星
野
　
裕
子

　
〃
　
　
　
千
明
　
友
香

　
〃
　
　
　
星
野
　
久
子

　
〃
　
　
　
鹿
野
　
三
江
（
北
保
）

片
品
北
保
育
所

所
　
長
　
　
星
野
ト
ミ
江
（
南
保
）

　
　
　
　
　
鹿
野
三
枝
子

　
　
　
　
　
吉
野
も
も
え

臨
　
時
　
　
中
村
　
勝
美

　
〃
　
　
　
青
木
美
由
紀

　
〃
　
　
　
林
　
　
欣
子
（
南
保
）

片
品
南
保
育
所

所
　
長
　
　
宮
田
　
和
子
（
片
保
）

　
　
　
　
　
原
澤
　
千
歳

　
　
　
　
　
千
明
久
美
子

臨
　
時   

　 

松
浦
　
華
恵

　
〃
　
　
　
佐
藤
　
彩
美

鎌
田
児
童
館

　
　
　
　
　
星
野
　
洋
子

農
林
建
設
課

課
　
長
　
　
萩
原
　
正
信

　
　
　
　
　
飯
塚
　
睦
夫

　
　
　
　
　
星
野
　
重
吉

　
　
　
　
　
萩
原
　
睦
久

　
　
　
　
　
須
藤
　
育
美

　
　
　
　
　
戸
丸
　
権
次
（
住
民
）

　
　
　
　
　
鈴
木
　
幸
光

　
　
　
　
　
金
子
　
　
学

　
　
　
　
　
青
木
　
　
厚

　
　
　
　
　
星
野
　
照
子
（
議
会
事
）

　
　
　
　
　
戸
丸
　
幸
生

　
　
　
　
　
須
藤
　
錦
作（
群
農
共
済
）

　
　
　
　
　
星
野
　
一
忠

　
　
　
　
　
松
浦
　
　
翔

　
　
　
　
　
小
柳
　
勝
治
（
住
民
）

　
　
　
　
　
戸
丸
　
大
輔

む
ら
づ
く
り
観
光
課

課
　
長
　
　
木
下
　
浩
美

　
　
　
　
　
山
崎
　
康
広

　
　
　
　
　
星
野
　
孝
行
（
総
務
）

　
　
　
　
　
星
野
　
英
二

　
　
　
　
　
星
野
　
秀
弘

　
　
　
　
　
永
井
　
利
和

　
　
　
　
　
戸
丸
　
貴
雄

　
　
　
　
　
星
野
　
城
二

公
社
派
遣
　
星
野
　
重
雄

臨
　
時
　
　
星
野
加
奈
子

　
〃
　
　
　
菊
地
　
千
晴

議
会
事
務
局

局
　
長
　
　
桑
原
健
一
郎

　
　
　
　
　
金
子
小
百
合
（
農
建
）

教
育
委
員
会
事
務
局

次
　
長
　
　
佐
藤
　
八
郎

　
　
　
　
　
千
明
建
太
郎

　
　
　
　
　
桑
原
　
信
一
（
農
建
）

　
　
　
　
　
中
村
　
　
学

　
　
　
　
　
須
藤
　
幸
夫

　
　
　
　
　
大
竹
　
篤
保
（
総
務
）

　
　
　
　
　
井
上
憲
一
郎
（
総
務
）

　
　
　
　
　
高
橋
　
卓
也

　
　
　
　
　
星
野
　
祐
那

　
　
　
　
　
星
野
真
里
恵
（
新
採
用
）

教
育
主
事
　
林
　
　
崇
夫

臨
　
時
　
　
萩
原
美
千
代

　
〃
　
　
　
星
野
　
秋
子

　
〃
　
　
　
芝
崎
　
悟
史

英
語
指
導
　

片
小
公
　
　
田
村
恵
美
子

片
北
公
　
　
小
林
　
智
春

片
南
公
　
　
星
野
　
澄
子

片
中
公
　
　
須
藤
　
松
子

武
小
公
　
　
星
野
亜
由
美

給
食
セ
ン
タ
ー

所
　
長
　
　
星
野
　
一
男

　
　
　
　
　
三
浦
さ
く
子

　
　
　
　
　
須
藤
美
江
子

栄
養
士
　
　
林
　
　
清
子

臨
　
時
　
　
星
野
　
松
江

　
〃
　
　
　
入
澤
　
幸
重

　
〃
　
　
　
星
　
　
友
美

　
〃
　
　
　
倉
田
　
晴
美

　
〃
　
　
　
千
明
　
博
治

　
〃
　
　
　
狩
野
　
六

社
会
福
祉
協
議
会

局
長
　
　
　
桑
原
　
和
一

　
　
　
　
　
星
野
ふ
き
子

　
　
　
　
　
千
明
　
長
三

　
　
　
　
　
星
野
　
弘
美

臨
　
時  

　  

星
野
　
直
子

東
電
派
遣
　
萩
原
　
一
夫

観
光
協
会

局
長
代
理
　
倉
田
　
　
剛

　
　
　
　
　
井
上
ひ
と
み

　
　
　
　
　
萩
原
　
宏
也

尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

局
　
長
　
　
小
林
　
恵
一

　
　
　
　
　
小
林
　
郁
夫

　
　
　
　
　
三
浦
由
妃
恵

　
　
　
　
　
高
橋
　
裕
之

　
　
　
　
　
高
山
　
耕
一

　
　
　
　
　
星
野
　
寿
之

　
　
　
　
　
星
野
　
晃
一

　
　
　
　
　
小
林
　
正
久

　
　
　
　
　
小
林
登
志
喜

　
　
　
　
　
髙
橋
　
政
樹

　
　
　
　
　
小
林
　
勝
寿

会
計
管
理
者

支
援
セ
・
保
健
師

〃
　
介
護
支
援

群
農
共
済
派

群
建
技
セ
研
派

（
臨
時
） ブ

ラ
イ
ア
ン
・
ミ
ク
グ
ラ
ス

（
臨
時
）
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教育・生涯学習

広 報 か た し な        H24 . 4

教育・生涯学習

11 広 報 か た し な        H24 .4

広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
四
年
三
月
俳
句
会

教育委員会　５月の諸行事

13 日（日）
20 日（日）

28 日（月）～
中旬
中旬
中旬
下旬

下旬～

8 日（火）
22 日（火）
30 日（水）

 
1 日（火）予定

15 日（火）～ 29 日（火）予定
23 日（水）予定
23 日（水）予定    
31 日（木）予定

11 日（金）
16 日（水）
28 日（月）

１日（火）
7 日（月）

11 日（金）

9 日（水）
10（木）・11（金）

21 日（月）
24 日（木）

　

1 日（火）
２日（水）
８日（火）

９日（水）～ 22 日（火）
28 日（月）

 

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  ５月

６０年前、ビキニ水爆実験の後、日本のお母さんは言いました。
「放射能の雨が降ってくるから、傘をさしなさい。」　　　　　
福島第一原発事故の後、福島で健康相談を行った小児科医・山
田　真さんは行動記録をつけよう、とよびかけます。

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日
小児科医が診た

放射能と子どもたち

小児科医　山田　真

　
　
　
　
　

鎌　

田　

大
竹　

淑
文

尾
瀬
の
里
雪
の
轍
の
七
曲
り

忘
れ
ま
じ
３
・
１
・
１
春
寒
し

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹
み
さ
お

雪
原
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
ノ
シ
ュ
ー
の
群

れ合
格
の
喜
び
早
い
春
を
待
ち

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

雪
ふ
み
て
林
檎
剪
定
木
と
語
る

く
ず
林
檎
鵯
目
聡
し
雪
の
庭

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

う
ら
ら
か
や
雀
の
学
校
一
位
垣

葦
ゆ
れ
て
臨
海
の
池
蟇
出
づ
る

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

紅
き
花
一
輪
春
の
目
覚
め
呼
ぶ

豆
撒
か
ぬ
里
は
静
か
に
節
分
会

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明　

ヒ
ロ
子

杉
の
実
を
雪
に
散
ら
し
て
四
十
雀

爪
跡
を
隠
し
て
波
打
つ
春
の
海

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

春
一
番
早
く
芽
吹
や
梅
の
花

た
ん
ぽ
ぽ
の
一
つ
咲
い
て
る
日
だ
ま
り

に
　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

妻
去
り
て
す
が
る
は
杖
や
老
ふ
程
に

呼
び
か
け
の
一
句
の
返
事
ば
ら
の
花

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

ひ
な
ま
つ
り
自
分
に
奢
る
寿
司
作
る

☆生涯学習・社会体育関係
・区対抗ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会
・婦人会ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
・壮年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ戦大会
・議長杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
・社会人野球春季ﾄｰﾅﾒﾝﾄ
・体協長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
・議長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
・片品ｶﾚｯｼﾞ｢ﾌﾞﾗｲｱﾝの英会話｣

☆学校関係
・移動音楽教室
・村Ｐ連総会
・片品村教育研究会総会

◇片小 
・ＰＴＡ役員会
・家庭訪問
・クリーン大作戦①
・心肺蘇生法講習会
・学校保健委員会①
　片品小学校では、学力としての基礎・基本はも
ちろん、人としての生き方の基礎・基本も身に付
けさせたいと考えています。

◇北小 
・避難訓練（不審者対応）
・尾瀬事前学習
・尾瀬情報センター見学
　今年度も尾瀬学習が始まります。尾瀬高生や保
護者、ガイドさんにはいろいろとお世話になりま
すので、よろしくお願いします。

◇南小
・避難訓練（地震）
・健全育成会議 19:00
・授業参観・ＰＴＡ総会など
　南小は地域の皆様のご協力で、児童が様々な活
動に取り組んでいます。今年度も、よろしくお願
いいたします。

◇武尊根小
・避難訓練（不審者対応）
・家庭訪問　　　
・ＪＲＣ登録式
・指導主事訪問Ａ
　家庭や地域のみなさまとの意見交流を通して、
確かな学力を身に付けた心豊かな子どもたちを育
てていきたいと思います。

◇片中
・生徒総会
・授業参観、PTA 年度始総会等
・移動音楽教室
・家庭訪問
・指導主事訪問 A
　郡中体連春季大会が終了し、ホッとする間もな
く、５月は PTA 年度初め総会、授業参観、家庭
訪問が実施されます。保護者の皆様にはお世話に
なります。

大会名
　区 
第１区 順位
 得点
第２区 順位
 得点
第３区 順位
 得点
第４区 順位
 得点
第５区 順位
 得点
第６区 順位
 得点
第７区 順位
 得点
第８区 順位
 得点

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会

6
3
7
1.5
5
4
3
5.5
1
8
3
5.5
7
1.5
2
7

ゴルフ大会

2
7
6
3
8
1
5
4
3
6
1
8
7
2
4
5

野球大会

3
5.5
5
2.5
5
2.5
5
2.5
1
8
3
5.5
5
2.5
2
7

2
7
4
5
6
3
8
1
7
2
3
6
5
4
1
8

村民運動会

3
6
7
2
6
3
5
4
1
8
4
5
8
1
2
7

スキー大会グラウンド
ゴルフ大会

第２区が総合優勝　平成23年度社会体育　総合優勝
　昨年５月のソフトボール大会を皮切りに、２月のスキー大会まで６つの区対抗競技が終了し、本年度の総合優勝区
が決まりました。
　年間を通して各区長さん、体協理事さんをはじめ役員のみなさんにご協力いただき、各競技で熱戦が繰り広げられ
ました。
　平成24年度につきましても６大会を予定していますのでご協力をお願いいたします。
尚、表彰につきましては、村民運動会の席上で行います。
　詳細な結果につきましては別表をご覧下さい。

翌年度各区持ち点　：　不参加種目については、その得点は「０」であるが、持ち点計算上は６位と７位の
　　　　　　　　　　　中間得点「２．５」を獲得したものとして、次年度持ち点から差し引く。
総合得点が同点数となった場合は、持ち点の少ない区を上位とする。

第１区 第２区 第３区 第４区 第５区 第６区 第７区 第８区
  7.5 　　  20.0   23.5   22.0 　　   0.0  　　　  5.0   　　　22.0    4.0 

5
4
3
6
6
3
8
1
1
8
4
5
2
7
7
2

32.5 

20.0 

16.5 

18.0 

40.0 

35.0 

18.0 

36.0 

6.5 

24.0 

14.0 

16.0 

2.0 

4.5 

17.0 

0.0 

39.0 

44.0 

30.5 

34.0 

42.0 

39.5 

35.0 

36.0 

4

1

5

7

2

3

6

5

※午後１時３０分～５時３０分開室

※日曜、祝日　　　はお休みです。

太
陽
も
土
も
待
ち
を
り
種
を
選
る

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

諍
い
も
も
う
な
き
老
い
の
春
炬
燵

ひ
と
雨
に
木
蓮
の
芽
も
ふ
く
ら
み
し

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

す
わ
地
震
３
・
１
・
１
去
年
今
年

こ
の
村
に
老
い
ゆ
く
つ
も
り
ま
き
運
ぶ

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

懐
か
し
い
友
の
優
し
い
冬
電
話

老
二
人
輪
な
げ
の
仲
間
春
の
風

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

鎮
魂
の
な
が
き
一　

日
や
春
の
雪

木
の
芽
風
ま
だ
来
ぬ
上
州
ど
ん
ず
ま
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

春
日
和
妻
の
外
出
香
匂
う

ね
こ
ろ
べ
ば
空
い
っ
ぱ
い
に
は
な
ぐ
も

り
　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

雪
晴
れ
や
綾
な
す
二
本
飛
行
雲

折
り
紙
を
幼
な
に
習
う
春
炬
燵

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

い
ろ
り
火
や
僧
の
説
教
春
浅
し

睦
み
合
う
湯
宿
の
屋
根
の
春
鴉

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

山
頂
の
風
に
絵
馬
鳴
る
寒
日
和

春
雪
の
不
意
討
ち
に
あ
ふ
城
め
ぐ
り

と

ブライアン通信

April 

4 月

Hello, everyone!  How are you doing?  
This year has been so cold.  Did you 
go skiing or snowboarding?  I went snowboarding.  
The weather is finally warmer, so now we can do 
many fun things.  What is your favorite spring 
activity?  I like to go for walks and look at flowers.  
Numata Park is very good for looking at flowers.  
Rikugi Park in Tokyo is also nice.  I also like to go to 
zoos.  You can see many different kinds of animals.  
What is your favorite animal at the zoo?  I like 
giraffes.  But I don’ t like spiders or snakes!  Please 
have a safe April!

   
皆さん、こんにちは！お元気でしたか？今年はとても寒
かったですね。スキーやスノーボードに行きましたか？
私はスノーボードに行きました。やっと天気が暖かくなっ
て、楽しいことがたくさんできます。あなたのお気に入
りの春の活動は何ですか？私は散歩をしながら花を見る
ことが好きです。花を見るなら沼田公園がいいです。東
京の六義園もいいと思います。動物園に行くのも好きで
す。たくさんの種類の動物を見ることができます。動物
園にいる動物の中で何が好きですか？私はキリンが好き
です。でも、くもと蛇が嫌いです！安全な４月を！
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去
る
３
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で

の
９
日
間
、
３
月
定
例
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
の
制
定
や

一
部
改
正
、
23
年
度
補
正
予
算
、

24
年
度
当
初
予
算
な
ど
の
重
要
な

案
件
が
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
の
特

例
に
関
す
る
条
例

　

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
の
月

額
を
平
成
24
年
５
月
１
日
か
ら
平

成
25
年
４
月
30
日
ま
で
の
間
、

議
長

　
　
　
　
　

２
２
３
，
０
０
０
円

３

月

議

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

副
議
長

　
　
　
　
　

１
８
０
，
０
０
０
円

常
任
委
員
長

　
　
　
　
　

１
７
１
，
０
０
０
円

議
会
運
営
委
員
長 

　
　
　
　
　

１
７
１
，
０
０
０
円

議
員

　
　
　
　
　

１
６
２
，
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

・
片
品
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
に
関
す
る
暫
定
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及

び
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る

防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財

源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
が
平
成
23
年

12
月
に
相
次
い
で
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
条
例
の
改
正
で
す
。

・
片
品
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
廃
棄
物
し
尿
処
理
事
務
が

利
根
東
部
衛
生
施
設
組
合
か
ら
村

に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
生

す
る
処
理
手
数
料
等
に
つ
い
て
定

め
る
た
め
の
条
例
の
改
正
で
す
。

・
片
品
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

の
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
お

願
い
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

・
片
品
村
農
漁
業
災
害
対
策
特
別

措
置
条
例
の
一
部
改
正

　

群
馬
県
農
漁
業
災
害
対
策
特
別

措
置
条
例
の
改
正
を
う
け
、
台
風

や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
農
業
者
に
対
す
る

助
成
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
災

害
の
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
と
、

助
成
措
置
の
内
容
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
、
表
現
を
具
体
的
に

す
る
こ
と
に
よ
る
改
正
で
す
。

・
片
品
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
改
正

　

小
規
模
企
業
向
け
の
特
別
小
口

資
金
の
導
入
及
び
県
の
指
導
に
よ

り
景
気
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
借
換

制
度
を
期
間
限
定
で
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
、
さ
ら
に
融
資
期
間
を

最
長
３
年
間
延
長
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
も
の
で
、
村
内
中
小
企

業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
改
正
で

す
。

・
片
品
村
村
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

　
「
地
域
主
権
改
革
推
進
一
括
法
」

の
成
立
に
よ
り
、
公
営
住
宅
法
の

一
部
が
改
正
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
改
正
で
す
。

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
全
改
正
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
成
立
し

た
こ
と
に
伴
い
、
体
育
指
導
委
員

を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
改
め
る

た
め
の
改
正
で
す
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
23
年
度
の
各
会
計
の
補
正

予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
２
，
５
６
４
万
１
千
円
を

減
額
し
て
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
36
億
９
，
７
２
８
万
４
千
円
に

し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
村
税
、
地
方
交
付

税
、
県
支
出
金
な
ど
が
増
え
、
国

庫
支
出
金
、
繰
入
金
等
が
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
年
度
末
に
お
け
る

事
業
の
終
了
や
額
の
確
定
に
よ
る

減
額
調
整
が
主
な
も
の
で
す
が
、

片
品
村
学
校
建
設
基
金
積
立
金
１

億
円
、財
政
調
整
基
金
積
立
金
１
，

４
０
０
万
円
等
が
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、１
１
７
万
５
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
億

７
，
０
７
３
万
３
千
円
に
し
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
、
共

同
事
業
交
付
金
等
が
増
え
、
保
険

税
、
療
養
給
付
費
交
付
金
、
繰
入

金
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
等
が

増
え
、
共
同
事
業
拠
出
金
等
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計(

第

２
号)

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
１
９
７
万
３
千
円
を
減
額

し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
，

２
８
４
万
２
千
円
に
し
ま
し
た　

　

歳
入
で
は
、
使
用
料
が
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
維
持
管
理
費
等
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第

２
号
）

　

収
益
的
収
支
で
は
一
般
会
計
か

ら
の
補
助
金
が
１
，
５
６
１
万
６

千
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
補
助
金
が
２
５
万
７
千
円

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
１
，
２
８
１
万
３
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

４
億
２
，
８
０
０
万
３
千
円
に
し

ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
県
支
出
金
、
繰
入

金
、
支
払
基
金
交
付
金
等
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
等
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計
（
第

２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
６
９
８
万
円
を
減
額
し
て

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
億

２
，
２
１
２
万
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
分
担
金
及
び
負
担

金
等
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
施
設
管
理
費
等
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第

２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
93
万
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
，
８

７
７
万
８
千
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
増
え
、
繰
入
金
、
諸
収

入
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
、
諸
支
出

金
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

◎
当
初
予
算

　

一
般
会
計
と
６
特
別
会
計
の
予

算
が
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
一
般
質
問

　

２
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

・
望
ま
し
い
村
立
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
星
野
育
雄
議
員
）

・
今
後
の
放
射
線
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
星
野
精
一
議
員
）

◎
そ
の
他

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

入
澤
眞
理
子
氏
を
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
２
施
設
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。指
定
管
理
者
の
名
称
、

指
定
の
期
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
片
品
村
老
人
憩
の
家

第
４
区

　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
25
年
３
月
31
日

・
片
品
村
営
尾
瀬
ロ
ッ
ジ

ア
リ
ス
工
業
株
式
会
社

　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
29
年
３
月
31
日

・
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
設

置
　

地
方
自
治
法
第
１
１
０
条
及
び

委
員
会
条
例
第
５
条
の
規
定
に
よ

り
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◎
請
願

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創

設
を
求
め
る
請
願
書
（
沼
田
民
主

商
工
会
長
、
群
馬
県
木
造
住
宅
産

業
協
会
利
根
沼
田
支
部
長
他
２

名
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

◎
意
見
書

　

医
療
費
助
成
制
度
の
現
物
給
付

に
伴
う
国
庫
負
担
金
減
額
措
置
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

◎
要
望
書

　

医
療
費
助
成
制
度
の
現
物
給
付

に
伴
う
国
庫
負
担
金
減
額
措
置
の

廃
止
を
求
め
る
要
望
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

一般質問の様子
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まいたけ入り水餃子 鎌田　千明　多津子　さん
～片品産野菜使用の簡単料理～

た
っ
ち
ょ
う
ば

べ
ー
た

　
墓
地
の
こ
と
を
「
た
っ
ち
ょ
う
ば
」
と
言
い
ま
す
。
本
来
は
墓
地
と
塔
頭

場
（
た
っ
ち
ゅ
う
ば
）
は
別
々
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
墓
地
は
、
そ
の

も
の
で
す
が
「
塔
頭
」
は
禅
宗
で
、
高
僧
が
亡
く
な
っ
た
後
、
そ
の
弟
子
た

ち
が
遺
徳
を
慕
っ
て
塔
の
頭
に
構
え
た
房
舎
（
建
物
）
だ
そ
う
で
、
意
味
の

混
同
で
す
。
そ
れ
が
墓
地
を
「
た
っ
ち
ょ
う
ば
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
よ
う
で
す
。
ま
た
「
た
っ
ち
ょ
う
」
な
り
「
た
っ
ち
ゅ
う
」
で
「
場
」

は
後
か
ら
一
定
の
場
所
を
指
し
て
言
う
こ
と
か
ら
付
け
た
よ
う
で
す
。
然
し

こ
の
「
塔
頭
」
も
良
く
ぞ
私
達
、
世
で
言
う
平
民
の
域
に
巡
り
巡
っ
て
言
い

伝
え
ら
れ
て
き
た
と
思
う
の
で
す
。
文
書
で
も
な
け
れ
ば
告
文
で
も
な
く
、

ま
し
て
高
僧
の
み
に
与
え
ら
れ
て
い
た
特
別
の
制
度
、
奇
跡
と
し
か
理
解
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
こ
の
「
た
っ
ち
ょ
う
ば
（
塔
頭
場
）」
だ
け
で
な
く
片
品

の
こ
と
ば
に
つ
い
て
語
源
探
し
を
し
て
い
る
中
に
多
く
の
こ
と
で
実
感
し
た

こ
と
で
す
。
人
間
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
。
片
品
の
言
葉
も
、そ
れ
に「
た
っ
ち
ょ

う
ば
」
も
で
す
。

我が家の自慢料理

作り方材料　４人分

○10コ分（たれをつけないでの）栄養価
　エネルギー：371Kcal　　たんぱく質：14.5ｇ　　脂　質：7.2ｇ　　　食塩：0ｇ

○効能

　「
あ
の
野
郎
癪
に
さ
わ
っ
た
か
ら
『
べ
ー
た
』
で
、「
ぶ
っ
く
ら
す
」
か
ら
な
。」

　「
あ
ん
ま
り
言
う
事
を
聞
か
ね
ー
と『
べ
ー
た
』で「
ぶ
っ
く
ら
す
」か
ら
な
。」

こ
の
様
に
い
い
ま
す
。
物
騒
な
話
で
す
。

　
ま
ず
、「
ぶ
っ
く
ら
す
」
で
す
が
、「
ぶ
っ
」
は
、「
打
つ
」
で
す
。
片
品
で

は
良
く
使
う
言
葉
で
す
。「
ぶ
っ
と
ば
す
」
な
ど
と
も
い
い
ま
す
。「
ぶ
っ
」

は
そ
の
ま
ま
で
、「
と
ば
す
」
は
「
飛
ば
す
」
で
し
ょ
う
か
ら
相
当
に
思
い
切

り
殴
る
の
で
し
ょ
う
。

　
次
に
「
く
ら
す
」
で
す
が
、「
く
ら
わ
す
」
の
短
縮
で
「
わ
」
が
抜
け
て
し
ま
っ

た
も
の
で
す
。
最
後
に
「
べ
ー
た
」
の
語
源
で
す
が
、「
平
板
」「
へ
い
い
た
」

の
変
化
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
人
を
打
つ
の
に
、
丸
太
棒
で
は
大
き
す
ぎ

る
し
、
棒
切
れ
で
は
迫
力
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
粗
削
り
の
「
平
板
」
で
あ
れ

ば
至
極
手
頃
？
で
し
ょ
う
。

　
過
去
に
は
暴
力
に
対
し
て
も
大
様
だ
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

ん
な
言
葉
も
日
常
会
話
の
中
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

暴
力
追
放
で
す
。
　
　
　
　
　
片
品
村
文
化
財
調
査
委
員
　
　
大
竹
　
将
彦

片

品

村

の

方

言

49

Ⓐ【餃子の皮（40個分）】
小麦粉････････････････
お湯･･････

Ⓑ【具】
豚ひき肉･･････････････
まいたけ･･････････････
白菜･･････････････････
ニラ････････････････････
ガラスープの素････････
湯水･･････････････････

Ⓒ【たれ】
しょうゆ･･････････････
酢････････････････････
　こしょう
　ラー油
　ｵｲｽﾀｰｿｰｽ
　ごま

○ワンポイント
・餃子の皮は市販のものを使ってもよいと思います。
・片品産の季節野菜（キャベツやとうもろこし）を具材にして焼き餃子にしてもおいしいです。

・まいたけにはミネラルや食物繊維が豊富に含まれた低カロリー食品です。
・抗ガン作用もあるといわれています。

片
品
ス
キ
ー
選
手
権
　
兼
　
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

２
月
29
日（
水
）サ
エ
ラ
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
尾
瀬
に
お
い
て
第
42
回

片
品
ス
キ
ー
選
手
権
兼
第
22
回
区

対
抗
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
当
日
は
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、
競
技
を
終
え
て

の
表
彰
式
で
は
、
入
賞
者
へ
温
か

い
拍
手
が
送
ら
れ
和
や
か
な
う
ち

に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
、

役
員
の
み
な
さ
ん
早
朝
よ
り
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

　

又
、
会
場
を
提
供
し
て
頂
い
た

サ
エ
ラ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
尾
瀬

【
国
保
人
間
ド
ッ
ク
】

▼
対
象

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
。

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

▽
40
歳
以
上
75
歳
未
満

▽
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る

▼
申
し
込
み

　

４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

に
、
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

持
参
し
、
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
手
続
き
は
、
必
ず
受
診
前

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
き

た
ま

Ⓐ皮をつくる
①大きめのボウルに小麦粉を入れ、お湯を加え全体を良く混ぜ、滑らかになる
　までこねる。
②しっかりこねたら１つにまとめて、ラップをして３０分ほどねかせる。
③打ち粉をしながら生地を棒状にのばし４等分してからさらに１０等分する。
　片手で生地をつぶしながら麺棒でのばし直径７～８ｃｍの円形に伸びれば　
　OK。
Ⓑ具をつくる
④白菜はさっとゆで、みじん切りにして布巾に包んで水気を切っておく。
⑤まいたけ、ニラをそれぞれみじん切りにする。
⑥ガラスープの素をお湯で溶かしておく。
⑦ひき肉、④⑤⑥をボウルに入れ、しっかり練り混ぜる。
⑧Ⓐを１枚ずつ広げ中央にⒷを小さじ１ほどのせて
　２つ折りにして真ん中を押さえてしっかり止める。
Ⓒをつくる
⑨Ⓒの調味料を混ぜ合わせる（お好みで）
⑩鍋にたっぷりのお湯を沸かし、皮に包んだ
　餃子を入れ、くっつかないように時々混ぜ、
　浮き上がって皮に透明感が出たら出来上がり。

３００ｇ
(50～60℃）１５０cc

１５０ｇ
１００ｇ
１５０ｇ
６０ｇ
大さじ１
５０ｃｃ

大さじ１
大さじ１

お好みで]

▼
助
成
額

　

検
診
費
用
の
３
分
の
２
（
最
高

２
万
６
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
方
法
は
、
申
し
込
み
の
際
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
健
診
結
果

　

人
間
ド
ッ
ク
に
は
、
特
定
検
診

の
検
査
項
目
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

受
診
後
は
保
健
指
導
が
あ
り
ま

す
の
で
、
結
果
の
写
し
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
検
診
の
両

方
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
】

▼
対
象

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
。

▽
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

▽
本
村
に
住
民
登
録
が
あ
る

▽
75
歳
以
上

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完

納
し
て
い
る

▼
申
し
込
み

　

４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
74
歳
の
人
で
75
歳
以
降
に
受

診
予
定
の
人
は
、
健
康
保
険
証
な

ど
の
身
分
を
確
認
で
き
る
も
の
）

と
印
鑑
を
持
参
し
、
保
健
福
祉
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
手
続
き
は
、
必
ず
受
診
前

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

　

検
診
費
用
の
３
分
の
２
（
最
高

２
万
６
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
方
法
は
、
申
し
込
み
の
際
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受

け
た
人
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受

診
し
た
人
・
脳
ド
ッ
ク
の
み
受
診

し
た
人
は
、
助
成
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

▼
健
診
結
果

　

人
間
ド
ッ
ク
に
は
、
特
定
検
診

の
検
査
項
目
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

受
診
後
は
保
健
指
導
が
あ
り
ま

す
の
で
、
結
果
の
写
し
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

☎（
５
８
）
２
１
１
５

様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
選
手
権

成
年
女
子
Ａ

　

優　

勝　

北
澤
真
由
子（
６
区
）

　

準
優
勝　

笠
原　
　

和（
５
区
）

　

第
３
位　

戸
丸
さ
お
り（
３
区
）

成
年
女
子
Ｂ

　

優　

勝　

星
野　

咲
織（
５
区
）

　

準
優
勝　

萩
原
美
千
代（
６
区
）

　

第
３
位　

星
野　

京
子（
６
区
）

成
年
男
子
Ａ

　

優　

勝　

萩
原　

一
平（
７
区
）

　

準
優
勝　

植
田　

華
衣（
１
区
）

　

第
３
位　

笠
原　

勇
治（
５
区
）

成
年
男
子
Ｂ

　

優　

勝　

萩
原　

大
介（
７
区
）

　

準
優
勝　

松
田　

隆
一（
８
区
）

　

第
３
位　

吉
野　

良
孝（
６
区
）

成
年
男
子
Ｃ

　

優　

勝　

笠
原　
　

学（
５
区
）

　

準
優
勝　

星
野　
　

彰（
６
区
）

　

第
３
位　

三
浦　

幸
治（
２
区
）

壮
年
Ａ

　

優　

勝　

星
野　

英
二（
１
区
）

　

準
優
勝　

千
明　

俊
和（
３
区
）

　

第
３
位　

星
野
伊
三
夫（
２
区
）

壮
年
Ｂ

　

優　

勝　

星
野　

和
雄（
３
区
）

　

準
優
勝　

星
野　
　

祥（
１
区
）

　

第
３
位　

宮
田　

勘
一（
４
区
）

個
人
総
合
優
勝

　

男　

子　

萩
原　

一
平（
７
区
）

　

女　

子　

北
澤
真
由
子（
６
区
）

○
区
対
抗

　

優　

勝　
　

第
５
区

　

準
優
勝　
　

第
７
区

　

第
３
位　
　

第
２
区

個
人
総
合
優
勝

　
男
子
　
萩
原
　
一
平
さ
ん

　
女
子
　
北
澤
真
由
子
さ
ん

た
っ
ち
ゅ
う

ぼ
う
し
ゃ

し
ゃ
く

あ
ら
け
ず
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お 

し 

ら 

せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い

て
　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
障
害
の
程
度
、
軽
自
動
車
の

所
有
者
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
障
害
の
種
類
・

程
度
に
よ
っ
て
は
減
免
に
な
ら
な

い
場
合
も
有
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
自
動
車
税
（
県
税
）
の

減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
重
複
し

て
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

新
規
に
申
請
を
す
る
方
は
、「
身

体
障
害
者
手
帳
」・「
運
転
免
許

証
」・「
車
検
証
」・「
印
鑑
」
を
持

参
し
て
役
場
住
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

５
月
24
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
軽
自
動
車
税
担
当

☎（
５
８
）
２
１
１
６

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー

パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

酒
販
店
な
ど
へ
の
買
い
物
の
機
会

に
御
酒
売
場
の
未
成
年
者
飲
酒
防

止
の
た
め
の
表
示
状
況
等
を
確
認

し
、
税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ

く｢

酒
類
販
売
管
理
協
力
員｣

を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp/

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
２
７
（
２
２
４
）
４
４
９
８

前
橋
税
務
署 
酒
類
指
導
官
ま
で
、

お
願
い
し
ま
す
。

訪
問
介
護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
し
た

○
な
ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

・
訪
問
看
護
は
ど
ん
な
人
が
受
け

ら
れ
る
の
？

・
ど
う
す
れ
ば
訪
問
看
護
を
受
け

ら
れ
る
の
？

○
療
養
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
方
・

看
護
師
さ
ん
・
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
・

病
院
の
方
・
地
域
の
方
ど
な
た
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す

○
経
験
あ
る
看
護
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

▼
場
所　

群
馬
県
看
護
協
会
内

前
橋
市
上
泉
町
１
８
５
８‐

７

☎
０
２
７
（
２
３
０
）
２
０
０
２

FAX
０
２
７
（
２
３
０
）
２
０
０
３

▼
相
談
日
時

　

火
・
水
曜
日

　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

月
曜
日
（
第
２
・
４
）

　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

成
長
分
野
等
人
材
育
成
支
援
事
業

〜
成
長
分
野
へ
の
事
業
展
開
等
を

お
考
え
の
事
業
主
の
方
へ
〜

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
後
、
雇

用
の
受
け
皿
と
な
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
る
健
康
環
境
分
野
へ
の
労
働

力
の
移
動
を
目
的
に
、
新
規
に
雇

用
期
間
の
定
め
な
い
従
業
員
を
雇

い
入
れ
、
ま
た
他
の
分
野
か
ら
配

置
転
換
さ
れ
る
従
業
員
に
対
し
労

働
局
長
の
認
定
を
受
け
た
職
業
訓

練
計
画
を
基
に
ｏ
ｆ
ｆ‐

Ｊ
Ｔ（
通

常
の
業
務
か
ら
離
れ
て
訓
練
）
を

行
っ
た
事
業
主
に
訓
練
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

〜
成
長
分
野
へ
の
事
業
展
開
等
を

お
考
え
の
事
業
主
は
、
ご
利
用
を

ご
検
討
下
さ
い
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
労
働
局　

職
業
対
策
課

☎
０
２
７
（
２
１
０
）
５
０
０
８

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
か
ら
の
お
知

ら
せ

　

こ
の
４
月
２
日
よ
り
デ
ジ
タ
ル

放
送
化
に
伴
い
、
群
馬
県
域
向
け

テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

放
送
内
容
は
平
日
の
夕
方
を
中

心
に
、
県
内
の
ニ
ュ
ー
ス
や
生
活

情
報
を
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
県
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に
き
め
細
か
い
災
害
報
道
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
選
挙
報
道
、
高
校

野
球
な
ど
県
民
の
皆
様
の
関
心
の

高
い
事
柄
に
つ
い
て
も
放
送
い
た

し
ま
す
。

▼
放
送
番
組

ほ
っ
と
ぐ
ん
ま
６
４
０

　
（
月
〜
金
）

　
　

18
時
40
分
〜
18
時
59
分

　
（
月
〜
金
）

　
　

正
午
前　

３
分
程
度

小口資金の利子補給及び制度が追加されます

　今年４月１日より、中小企業の経済対策として村の小
口資金利用者に対して利子補給を行います。
　利子補給対象者は、村の小口資金を新規に利用する方
及び既に利用している方になります。
　平成 24 年につきましては、４月１日より 12 月 31
日までに金融機関に支払うべき利子算出に係る元本に対
して年１％以内の割合で算出した額を申請者に対して交
付します。
　なお、利子補給の申請につきましては、平成 25 年１
月を予定していますので宜しくお願いします。
また、従来の小口資金に加え新たに特別小口資金を実施
します。

〇特別小口資金
▼農林水産・金融・保険事業者以外で小規模企業者（従
業員20人以下（商業・サービス業は５人以下））であっ
て黒字経営の企業。（赤字経営の場合は利用できません。）
▼保証人、担保は不要です。ただし、群馬県信用保証協
会の保証が必要です。また、既に群馬県信用保証協会の
他の保証を利用している場合は利用できません。

　小口資金・特別小口資金に限らず他に群馬県の制度融
資もありますので、村内の金融機関に相談をし、お申込
み下さい。

▼問い合わせ先
むらづくり観光課　☎（５８）２１１２

森林の所有者届出制度が
4月からスタートします

　昨年４月の森林法改正により、今年４月以降、
森林の土地の所有者となった方は市町村長への
事後届出が義務付けられました。

▼届出対象者　個人・法人を問わず、売買や相
続等により森林の土地を新たに取得した方は、
面積に関わらず届出をしなければなりません。
ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約
の届出を提出している方は対象外です。
▼届出期間　土地の所有者となった日から 90
日以内に、取得した土地のある市町村の長に届
出をしてください。
▼届出事項　届出書には、届出者と前所有者の
住所氏名、所有者となった年月日、所有権移転
の原因、土地の所在場所・面積とともに、土地
の用途等を記載します。添付書類として、登記
事項証明書（写しも可）又は土地売買契約書な
ど権利を取得したことが分かる書類の写し、土
地の位置を示す図面が必要です。

▼問い合わせ先
農林建設課　☎（５８）２１１３
又は環境森林事務所・森林事務所・県庁林政課
☎０２７（２２６）３２１６
℻０２７（２２３）０１５４

老後の備えは農業者年金で安心！
農業者なら
誰でもいつでも加入国民年金第
１号被保険者で年間６０日以上
農業に従事する６０歳未満の方
が加入できます。

保険料は自由に選択
月額２万円から６万７千円まで
の間で、千円単位で自由に選べ
ます。

税制上の優遇
納付した保険料は全額、所得税
の社会保険料控除の対象となり
ます。（民間の個人年金の控除額
は上限５万円です。）

少子高齢化時代に強い年金
将来の年金受給に必要な原資を
あらかじめ自分で積み立てる方
式ですので、将来の年金加入者
には影響されません。

８０歳まで保証の終身年金
もし８０歳までに亡くなることが
あっても、８０歳までに受け取れ
るはずの年金を、死亡一時金とし
て遺族の方が受給できます。

担い手には保険料助成
認定農業者など、一定の条件を
満たせば、国からの助成が受け
られます。

加入申し込み、相談はＪＡまたはお近くの
農業委員農業委員会事務局へ・・・
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介
護
保
険
料
は
市
町
村
で
定
め
る

保
険
料
率
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
率
は
、
市
町
村
介
護
保
険

事
業
計
画
の
３
年
度
を
単
位
と
し
た

計
画
期
間
ご
と
に
介
護
保
険
事
業
計

画
に
定
め
る
サ
ー
ビ
ス
費
用
見
込
額

等
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
保
険
料
の
改
正
は
第
５
期

片
品
村
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

24
年
度
〜
平
成
26
年
度
）
に
基
づ
き

第１段階
基準額
×0.5

第２段階
基準額
×0.5

第３段階
基準額
×0.75

第４段階
基準額
×1.0

第５段階
基準額
×1.25

第６段階
基準額
×1.5

世帯全員が村県民税非課税で生
活保護受給者または老齢福祉年
金受給者。

世帯全員が村県民税非課税で合
計所得金額と課税年金収入の合
計額が８０万円／年、以下の方。
 
世帯全員が村県民税非課税で合
計所得金額と課税年金収入の合
計額が８０万円／年、以上の方。
 
本人が村県民税非課税で世帯の
中に村県民税課税者がいる方。
 
 
本人が村県民課税で合計所得金
額が１９０万円未満の方。 

 
本人が村県民課税で合計所得金
額が１９０万円以上の方。 
 

４
月
か
ら
、
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ

ま
す
。

　

実
際
に
納
め
て
頂
く
保
険
料
は
、

第
３
期
分
（
８
月
）
か
ら
変
わ
り
ま

す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎(

５
８)

２
１
１
５

H21 ～ H23

19,800 円

19,800 円

29,700 円

39,700 円

49,600 円

59,500 円

H24 ～ H26

25,800 円

25,800 円

38,700 円

51,700 円

64,600 円

77,500 円

差　　額

6,000 円

6,000 円

9,000 円

12,000 円

15,000 円

18,000 円

片品村介護保険料が改正されます。
年額保険料

対象になる方所得
段階

　

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

　

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み

を
し
て
下
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
９
日
（
水
）

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

▼
相
談
会
場

　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

障
害
が
重
い
等
の
理
由
に
よ
り

会
場
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
在
宅
訪
問
診
査
も
可
能
で
す

の
で
申
し
込
み
の
際
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
内
容　

○
障
害
に
関
す
る
整
形
外
科
相
談

○
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の

補
装
具
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生

医
療
）
給
付
要
否
判
定

▼
持
ち
物

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳

▼
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎（
５
８
）
２
１
１
５

身
体
障
害
者
の
皆
様
へ

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

空家・貸家・売家情報募集 空き家バンクナビをご活用ください

問い合わせ先：むらづくり観光課 若者雇用創出室　☎（５８）２１１２（内線２９１）

　片品村ではＩターン者、Ｕターン者等の定住・
長期滞在を促進するため、村民の皆様から空家・
貸家・売家等の住宅に関する情報を募集し、村内
外に幅広く発信していきたいと考えております。
これらの情報をお持ちの方は、お気軽にむらづく
り観光課若者雇用創出室までご連絡ください。

※Ｉターン者→本村出身者でない者で、本村に転
　入し定住する者をいう。

※Ｕターン者→本村出身者で転出後１年以上経過
　した後に転入し、定住する者をいう。

　昨年１１月に定住促進事業の一環として、片品
村内の空き家情報を検索できるサイト「片品村空
き家バンクナビ」を開設いたしました。
　３月２２日現在２件の賃貸物件と３件の売買物
件計５件の物件情報が掲載されております。
　Ｉターン者・Ｕターン者の方はもとより片品村
民の方にもご活用いただければと考えておりま
す。
　提供物件数をさらに増やしていきたいと考えて
おりますので、「空き家を活用したい」とお考え
の方は、むらづくり観光課若者雇用創出室までご
連絡をお願いいたします。

ホームページＵＲＬ　http://www.akiya-navi.com/katashina_akiya_b

空き家活用情報関係

利
根
沼
田
み
の
り
の
里
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
者
募
集

　

新
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
と
ね
の
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

で
は
、
利
根
沼
田
地
域
５
市
町

村
の
「
お
い
し
い
農
産
物
」
を

中
心
に
、
見
所
・
グ
ル
メ
、
そ

し
て
温
泉
を
始
め
と
す
る
癒
し

処
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
情
報

発
信
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平

成
24
年
度
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
い

た
だ
け
る
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
期
間

　

６
月
16
日
（
土
）
〜

　

11
月
30
日
（
金
）

▼
参
加
費

①
５
，
０
０
０
円
（
掲
載
サ
イ

ズ
約
10×

44
㎜
）

対
象
：
観
光
農
園
等
個
人
参
加

者

※

継
続
参
加
の
場
合
は
４
，
０

０
０
円

②
１
０
，
０
０
０
円
（
掲
載
サ

イ
ズ
約
24×

44
㎜
）

対
象
：
農
産
物
直
売
所
等
団
体

参
加
者

③
２
８
，
０
０
０
円
（
掲
載
サ

イ
ズ
約
65×

57
㎜
）

対
象
：
地
産
地
消
な
ど
、
農
業

を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
飲
食
店
・

宿
泊
施
設
・
観
光
施
設
等

▼
募
集
締
め
切
り

　

４
月
27
日
（
金
）
予
定

▼
そ
の
他

　

台
紙
は
関
越
自
動
車
道
Ｓ
Ａ

（
６
か
所
予
定
）
を
始
め
と
し
、

県
内
約
１
０
０
か
所
で
の
配
布

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
建
設
課
農
政
係

☎（
５
８
）
２
１
１
３

新
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
と
ね
の
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

（
利
根
沼
田
農
業
事
務
所
内
）

☎（
２
３
）
０
１
８
８

埼
玉
県
川
口
市
の
幼
稚
園
に
片
品
村
の
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

３
月
７
日
（
水
）、
首
都
圏
の
子

ど
も
達
に
雪
遊
び
を
体
験
し
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
を
、
ス
キ
ー
場
連
絡
協

議
会
と
民
宿
旅
館
組
合
連
合
会
の
共

催
事
業
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
川
口
市
の
た
ち
ば
な
幼
稚

園
に
運
ば
れ
た
６
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
１
台

分
の
雪
を
見
た
約
２
０
０
名
の
園
児

か
ら
は
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、

順
番
に
そ
り
乗
り
を
し
て
も
ら
っ
た

後
、
雪
遊
び
を
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

2/25　群馬県小学生総合体育大会スキー競技会
（鹿沢スノーエリア・草津音楽の森CCコース）
アルペン
１年生女子　①吉野結音（北小）１年生男子　①星野翔飛（片小）
３年生女子　②萩原羽麗（北小）⑤金井菜乃花（片小）
　　　　　　⑥星野結女（武小）
３年生男子　①笠原聡馬（片小）③笠原利基（片小）
４年生男子　④星野秀飛（片小）
４年生女子　①大竹珠李（片小）⑤星野　葵（武小）
５年生女子　④星野美紗子（武小）⑥桑原佳那（武小）
５年生男子　②星野塁飛（片小）③大竹　澪（片小）③星野脩人（南小）
６年生女子　②萩原　想（北小）⑥星野なな子（片小）
６年生男子　④萩原聖也（北小）
クロスカントリー
４年生女子　①笠原初菜③萩原　彩絵（北小）
４年生男子　③鏑木　光（北小）⑥萩原　大智（北小）
５年生女子　⑤入澤華音（片小）⑥萩原　愛菜（北小）
５年生男子　①倉田元哉（片小）②桑原　潤也（片小）
６年生女子　③吉野実穂佳（北小）⑤宮田奈美恵（南小）⑥鏑木麻綺（北小）
６年生男子　①萩原　翔（北小）③萩原健輔（北小）⑤千明諒之介（武小）

3/7～第49回全日本スキー技術選手権大会（長野県白馬村）
準決勝出場　萩原一平（戸倉）　　
予選出場　吉野良孝（土出）星野智弘（須賀川）

3/18～第90回全日本スキー選手権大会（北海道名寄市）
笠原千裕（鎌田）10kmC④   30kmF㉖
飯塚　剛（摺渕）15kmC㉗　50kmF㉗

3/20　群馬県チルドレンスキー大会（WW尾瀬岩鞍）
（A女子）②萩原羽麗（北小）⑤吉野琴音（北小）⑥星野鈴佳（武小）
（A男子）①笠原利基（片小）③笠原聡馬（片小）
（B女子）④星野　葵（武小）⑤桑原佳那（武小）⑥大竹珠李（片小）
（B男子）④星野秀翔（片小）
（K1女子）①萩原　想（北小）⑥星野美紗子（武小）
（K1男子）②大竹　澪（片小）⑤星野脩人（南小）⑥萩原大成（北小）
（K2女子）⑤佐藤真子（片中） 
（K2男子）⑤大竹七勢（片中）

3/24　関東スキー選手権大会（WW尾瀬岩鞍）
大回転　③金子友也（尾瀬高）

公式スキー大会記録コーナー

い
ま
し
た
。

　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

そり乗りの様子

雪遊びの様子
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職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る

人
以
外
は
、
す
べ
て
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
就
職
や
退
職
な
ど
で
国
保
か

ら
他
の
医
療
保
険
へ
、
ま
た
、
他
の

医
療
保
険
か
ら
国
保
へ
変
わ
る
場
合

に
は
、
保
険
証
を
確
認
し
14 

日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
遅
れ
る
と
・
・

　

届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
証
が
な

い
間
の
医
療
費
は
全
額
が
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。
後
日
、
届
出
を
す
れ

ば
、
保
険
が
切
れ
た
日
ま
で
さ
か
の

国
保
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

届出が必要なとき

他の市町村から転入して
きたとき

職場の健康保険をやめた
とき、または扶養家族か
らはずれたとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなっ
たとき

１年以上の在留資格があ
る人で、外国人登録をお
こなったとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったと
き、または扶養家族になっ
たとき

死亡したとき

生活保護を受けるように
なったとき

外国人の加入資格がなく
なったとき

退職者医療制度に該当し
たとき

住所、世帯主、氏名など
が変わったとき

修学のため別に住所を定
めるとき

保険証を紛失したり破損
したとき

ぼ
っ
て
国
保
の
資
格
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
国
保
税
も
資
格
が
発
生
し
た
日

に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
、
一
度
に
多
額

の
国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
退
職
者
医
療
制
度

　

会
社
等
退
職
し
て
国
保
に
加
入

し
、
厚
生
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
と
そ
の
家
族
は
「
退
職
者
医
療
制

度
」
に
加
入
と
な
り
ま
す
の
で
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
65
歳
に

な
る
ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

※

国
保
税
の
金
額
と
自
己
負
担
割
合

の
３
割
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
該
当
す
る
人

　

厚
生
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
て
、

こ
れ
ら
の
年
金
加
入
期
間
が
20
年
以

上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
の
加
入
期
間

が
10
年
以
上
あ
る
人
。

●
被
扶
養
者
に
な
れ
る
人

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
居
し
、

退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
し
て
い
る
家
族

●
適
用
資
格

　

年
金
受
給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら

適
用
資
格
が
発
生
し
ま
す
。

手続きに必要なもの

印鑑、転出証明書、前
年の所得がわかる書類

印鑑、社会保険離脱証明書

印鑑、母子健康手帳

印鑑、保護廃止決定通知書

印鑑、外国人登録証明書
パスポート

印鑑、世帯全員の保険証

印鑑、国民健康保険証
加入した職場の健康保険証

印鑑、保険証

印鑑、保険証、保護開始
決定通知書

印鑑、保険証、外国人登録
証明書

印鑑、保険証、年金証書

印鑑、保険証

印鑑、保険証、在学証明書

印鑑、運転免許証など本人
確認ができるもの、破損し
た保険証

国
保
へ
の
加
入

国
保
か
ら
の
脱
退

そ
の
他

こんなときは必ず１４日以内に届出を！

命名について

将来は・・・

予定日を過ぎてもなかなか生まれず、
父親の誕生日に生まれた我が子。
　「龍」という文字を使い、逞しい男の
子にと思い、名付けました。

明るく、物怖じしない度胸の良さを
持った優しい人になってほしいです。
そして、お姉ちゃん達と笑い合い、助

さん戸丸　尚美
とまる

20歳 （花咲）ちゃん星野　龍哉 （鎌田）

平成23年4月10日生　（父）秀雄　（母）真須美

Fresh
Young

りゅうや

平成２3年度　国保税第８期　納税率調（税額）

須
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築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
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仲
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田
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村
全
体
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100%
国保税 村全体国保税の平均 （平成 24 年 3月 16 日現在）未

成
年
者
飲
酒
防
止
強
調
月
間

　

未
成
年
者
に
よ
る
飲
酒
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
未
成
年

者
の
飲
酒
防
止
を
徹
底
す
る
た

め
、
毎
年
４
月
は
「
未
成
年
者
飲

酒
防
止
強
調
月
間
」
と
定
め
ら
れ
、

ポ
ス
タ
ー
や
各
種
媒
体
を
通
じ

て
、
集
中
的
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま

す
。
平
成
16
年
に
行
わ
れ
た
全
国

の
中
・
高
校
生
を
対
象
に
し
た
調

査
で
は
、
飲
酒
経
験
者
率
は
中
学

３
年
で
50
％
以
上
、
高
校
３
年
で

80
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
脳
や
臓
器
は
、
20
歳
く

ら
い
ま
で
は
発
達
途
上
の
状
態
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
大
切
な
時
期
に

ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
に
入
る
と
、

脳
の
発
達
が
妨
げ
ら
れ
た
り
、
性

ホ
ル
モ
ン
を
作
り
出
す
機
能
が
抑

制
さ
れ
た
り
、
骨
の
発
達
に
悪
影

響
が
出
た
り
し
ま
す
。
未
成
年
者

は
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
機
能
も
低

い
た
め
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

に
な
る
危
険
性
も
高
い
と
い
え
ま

す
。

　

未
成
年
者
が
最
初
に
お
酒
を
飲

む
き
っ
か
け
の
一
番
は
、
親
の
す

す
め
で
す
。
未
成
年
者
の
飲
酒
を

保
　
健
　
だ
　
よ
　
り

防
止
す
る
に
は
、
未
成
年
者
が
お

酒
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
理
由

を
、
大
人
が
き
ち
ん
と
理
解
す
る

事
が
大
切
で
す
。「
少
し
く
ら
い

な
ら
」
と
い
う
甘
い
考
え
が
、
子

ど
も
の
将
来
を
台
無
し
に
し
て
し

ま
う
こ
と
を
、
大
人
の
責
任
と
し

て
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
度
変
わ
り
は
、
何
か
と
飲
酒

の
機
会
が
多
い
時
期
で
す
。
成
人

も
過
度
の
飲
酒
は
体
に
悪
影
響
を

与
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係

等
社
会
的
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま

す
。
適
量
を
楽
し
く
飲
む
と
い
う

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●アルコールの摂取量
　飲んだ分量×ｱﾙｺｰﾙ度数／ 100×0.8
●アルコール処理量
　体重 1 ㎏あたり 1 時間に 100 ～ 140 ㎎
　の純ｱﾙｺｰﾙが処理される　( 体重 70 ㎏な
　ら 7～ 10ｇ)　
●アルコール処理時間
　ｱﾙｺｰﾙ摂取量÷ｱﾙｺｰﾙ処理量

計算してみましょう

命名について

将来は・・・

（佑）天の助け、神の助けを受け（麻）の
様にまっすぐ丈夫に育ってみんなの
役にたって欲しくて名付けました。

常識に縛られず、感性豊かに育って欲
しい。

ちゃん石橋　佑麻 （戸倉）

平成23年4月11日生　（父）一　（母）雅子

ゆうま

ほしの

いしばし

なおみ

３．片品をどう思いますか
たくさんの自然に囲まれていて、
住みやすい村だと思います。

１．何処へお勤めですか 
株式会社ニチネン　尾瀬工場

２．趣味は何ですか
音楽鑑賞・買い物

４．村内のおすすめスポットは
花咲の湯
　

７．村民の方へメッセージをお願いします
これからもよろしくお願いします。

５．好きな異性のタイプ
誠実で包容力のある人。優しい人。

６．目標があれば教えてください
ステキな大人になる！

平成3年4月26日生　　（母）八重子

平
成
23
年
度
分
の
保
険
料
は
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
23
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
は
お
済
で
す
か
。

　

平
成
24
年
２
月
分
の
保
険
料
の

納
付
期
限
は
平
成
24
年
４
月
２

日
、
平
成
24
年
３
月
分
の
保
険
料

の
納
付
期
限
は
24
年
５
月
１
日
で

す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の

ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
減
額
に
な
っ
た

り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
万
が
一

の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
の
障
害
年
金
、
あ
る
い
は
一

家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
時
の

遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
４
月

中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替

の
「
早
割
」
が
お
得
で
便
利
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先

渋
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

け合って、仲よくね。

年
　
金
　
だ
　
よ
　
り
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